
０
で
封
じ
た
か
っ
た

準
決
勝
の
桜
陽
戦
は
「
先
制
点
は

取
れ
た
が
、
満
塁
を
抑
え
る
場
面
も

あ
っ
た
。
６
回
の
表
は
相
手
の
ポ
テ

ン
ヒ
ッ
ト
が
続
き
、
焦
り
も
あ
っ
た
」

と
い
う
。
「
そ
の
日
の
朝
、
余
裕
で

勝
て
る
と
い
う
気
持
ち
の
緩
み
が
あ
っ

た
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
も
あ
ま
り
調
子
が

よ
く
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

相
手
投
手
が
上
だ
っ
た

決
勝
戦
は
「
相
手
投
手
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
が
よ
く
、
序
盤
打
て
な
か
っ
た
」

と
い
う
。
コ
ン
ト
ロ―

ル
、
配
球
、

ス
ピ―

ド
も
あ
っ
た
。
相
手
投
手
が

９
回
で
交
代
し
、
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
と

ヒ
ッ
ト
で
２
点
を
取
り
返
し
た
。

「
春
も
同
じ
投
手
と
対
戦
す
る
と

思
う
の
で
対
策
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
。
「
ま
た
、
北
照
は
ラ
ン
ナ
ー

が
出
た
ら
、
バ
ン
ト
や
フ
ラ
イ
の
タ
ッ

チ
ア
ッ
プ
を
成
功
さ
せ
、
加
点
し
た

が
、
双
葉
は
そ
こ
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
守
備
の
ミ
ス
も
あ
っ
た
」
と
振

り
返
り
、
「
こ
れ
ら
を
修
正
し
、
守

備
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
共
に
改
善
し
、

春
季
大
会
で
は
勝
ち
た
い
」
と
語
っ

た
。

冬
場
に
鍛
え
直
す

シ―

ズ
ン
オ
フ
の
冬
場
に
体
を
大

き
く
し
、
基
礎
を
今
一
度
見
直
す
、

と
い
う
。

試
合
中
、
チ―

ム
と
し
て
の
ま
と

ま
り
は
感
じ
ら
れ
、
吹
奏
楽
部
を
は

じ
め
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者

に
お
礼
の
言
葉
も
あ
っ
た
。

春
の
チ―

ム
に
期
待
し
よ
う
。

(1)第39号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２３年１０月３日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
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2023年10月3日
第39号

野
球
決
勝
で
北
照
に
惜
敗

春
季
の
リ
ベ
ン
ジ
誓
う

１２３４５６７８９計

小樽桜陽 ０００００３０００３

小樽双葉 ０１２１０３０１

×

８

１２３４５６７８９計

北照 ００２３０１１０２９

小樽双葉 ００１０００１０２４

▼準決勝（９月30日（土））

▼決勝（10月１日（日））

投手－捕手 髙橋・佐藤（４回）－櫻庭
本塁打：北山（７回）
二塁打：後藤（８回）

投手－捕手 佐藤－櫻庭
二塁打：佐藤（２回）、北山（６回）

力
投
す
る
佐
藤
成
仁
く
ん

（
右
）
５
回
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
中

に
集
ま
る
ナ
イ
ン
。

（
下
）
桜
陽
戦
を
終
え
、
校
歌
を

歌
う
。

秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会
小
樽
支
部
予
選
準
決
勝
で
本
校
は
小
樽

桜
陽
と
対
戦
し
、
８-

３
で
勝
利
し
た
。
決
勝
は
北
照
と
対
戦
し
、
４-

９
で

敗
れ
た
。
主
将
の
櫻
庭
聖
哉
く
ん
は
「
体
を
鍛
え
、
守
備
・
打
撃
を
修
正
し
、

春
こ
そ
は
リ
ベ
ン
ジ
す
る
」
と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

吹
奏
楽
部
も
演
奏
で
後
押
し
。


